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決算
認定

平　成
16年度 一  般  会  計一  般  会  計一  般  会  計
予算は町づくりに
　　　このように使われました

27億1,494万2千円

7億0,346万2千円

3億0,986万7千円

7,571万5千円

6,617万1千円

566万5千円

138万8千円

 自主財源　38.41％

町　　　　　税

繰　　越　　金

諸　　収　　入

繰　　入　　金

使用料・手数料

寄　　付　　金

財　産　収　入

(金額は四捨五入してあります)

18億4,307万5千円

16億2,919万9千円

13億8,200万0千円

5億6,512万6千円

4億6,809万6千円

1億8,073万9千円

1億4,792万1千円

 依存財源　61.59％

国 庫 支 出 金

地 方 交 付 税

町　　　　　債

県　支　出　金

交　付　金　等

地 方 譲 与 税

分担金・負担金

4,563万9千円
7億5,586万5千円

826万6千円
10億2,619万1千円

1万3千円

土 木 管 理 費
道 路 橋 梁 費
河　　川　　費
都 市 計 画 費
住　　宅　　費

歳　入
100億9,336万6千円

歳　出
98億9,170万9千円

土　木　費
18億3,597万4千円

交通安全施設等整備事業、翁長・上原線道路改良

1億7,326万4千円
4億9,980万0千円
4億3,251万7千円
1億1,238万9千円
7億2,351万4千円
3億6,984万6千円

教 育 総 務 費
小　学　校　費
中　学　校　費
幼　稚　園　費
社 会 教 育 費
保 健 体 育 費

教　育　費
23億1,133万0千円

町立図書館の開館、西原中学校クーラー設置、
西原小学校体育館改築事業等を推進

2億1,882万6千円
2億6,542万0千円

保 健 衛 生 費
清　　掃　　費

衛　生　費
4億8,424万6千円

健康診断などの予防、東部清掃施設組合負担
金など、塵芥処理費

9億3,027万8千円

1億4,608万4千円

7,810万8千円

2,321万３千円

315万3千円

187万7千円

総 務 管 理 費

徴　　税　　費

戸籍住民基本台帳費

選　　挙　　費

統 計 調 査 費

監 査 委 員 費

総　務　費
11億8,271万4千円

11億0,105万8千円
3億8,277万0千円
2億0,493万6千円
1億2,661万0千円

公　　債　　費
消　　防　　費
農 林 水 産 費
議　　会　　費

2,293万7千円
1,891万7千円
1,212万5千円

災 害 復 旧 費
商　　工　　費
労　　働　　費

そ　の　他
18億6,935万3千円

12億1,213万6千円
9億9,585万5千円

10万0千円

社 会 福 祉 費
児 童 福 祉 費
災 害 救 助 費

民　生　費
22億0,809万1千円

保育所(７ヵ所)：いいあんべー共生事業、各種
扶助費

議　会　の　意　見

　歳入について､ 不能欠損額や収入未済額 (滞納分) などを重点に審査を行なった｡ 

　不能欠損額については､ 適正に処理されているが､ 特に固定資産税滞納者の調査も詳細に行い､ 

専従担当者による滞納処分の手続などにより時効の中断も積極的に行なう必要がある｡ 

　また､ 収入未済額 (滞納分) は年々増加しており､ 税務課の徴収嘱託員を置いた効果も見受けら

れるが､ 自主財源を確保する上からも早急に関係各課との連携した徴収体制 (特別徴収班) の強化

を図り､ 全庁的な対応策を検討する必要がある｡ 

1億0,118万4千円
2億9,256万3千円
1,108万8千円
450万5千円
114万4千円
83万3千円
109万8千円
13万4千円
367万2千円
7,486万8千円

収入未済額 (滞納分)　4億9,144万3千円
町民税
固定資産税
軽自動車税
保育料
障害者福祉施設負担金
老人福祉施設負担金
住宅使用料
幼稚園入園料
幼稚園保育料
学校給食費

2,274万5千円 (655件) 

608万1千円 (240件) 

1,585万9千円 (146件) 

69万8千円 (268件) 

10万8千円 (1件) 

不能欠損額

町民税

固定資産税

軽自動車税

特別土地保有税

（
主
な
も
の
）

（
主
な
も
の
）
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特　別　会　計特　別　会　計特　別　会　計

老 人 保 健

歳入　18億4,916万７千円
歳出　18億4,065万２千円

　不用額が2,960万円発生したが、これは当初見込
みより実績が伴わなかった為、今後伸び続けると
予想される医療給付費に関して、住民検診・健康
指導事業等を活用し、各課連携による健康意識の
啓発を図り医療費の抑制、多受診等、厳密なレセ
プト点検に努めてもらうよう要望した。

介 護 保 険

歳入　12億3,206万０千円
歳出　12億2,622万６千円

　第１号被保険者、保険料の徴収方法は特別徴収
で全額収入済となっている。普通徴収の今年度分
徴収率は80.1％で前年度より1.6ポイント上昇し、
徴収努力は見受けられる。調定額が増加したこと
で、収入率は上昇しているが、未済額は952万１千
円となっている。
　このようなことから、滞納者に対する早期の徴
収体制強化を要望した。

公共下水道事業

歳入　６億4,737万６千円
歳出　６億4,540万５千円

土地区画整理事業

歳入　3,333万１千円
歳出　1,983万２千円

水 道 事 業

収益的収入　８億7,400万６千円
収益的支出　８億4,600万３千円
収支差引当期純利益
　　　　　  280万２千円

　資本的収入0に対する資本的支出不足額8,240万3
千円は、過年度分損益勘定留保金で補てんされて
いる。
　建設改良事業は町道整備と並行して行われ、老
朽管改良布設は年次的に行われている。消費税の
内税について今後の町民の負担増にならないよう
に求めた。

　本事業は平成12年度より開始された。計画面積は
695haで16年度で46.6％が執行されている。今後の
事業の進捗に伴う町債の増加に対する対策としての
使用可能世帯の接続普及推進の強化、啓発強化する
よう求めた。

　本事業は未整備４区画、22年度
事業完成を決定しているが、補償
断面整備で難航し、進展していな
い。地価下落の為保留地処分が厳
しい状況で早期の処分策を講じる
よう求めた。

決算
認定

平　成
16年度

国民健康保険

歳入　26億5,506万１千円
歳出　27億0,464万２千円

　本年度の決算額は、差引額4,958万1千円の赤字
となった。
　歳入不足額は翌年度歳入繰入充用処理されてい
る。
　収支残額が赤字になったのは医療給付・老人保
健拠出金が大幅に増加していることが大きな要因
である。
　不納欠損額998万5,540円は一般医療分198件
で、転居、居住地不明、納税意識の低さ等が要因
となっている。
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議会　　　　　　　　　の農業委員３名がきまる！！議会　　　　　　　　　の農業委員３名がきまる！！す い せ んす い せ んす い せ んす い せ ん

　９月の農業委員改選に伴い法律で定められている議会推薦の農業委員３名に対

し、議員による４名の推薦があり、投票の結果上記の３名が決まりました。

　議会の推薦により農業委員となったばかりの城間太郎(上原)さん

が10月12日にご逝去されました。

　慎んでご冥福をお祈りします。
訃 報

小波津　仁　一

字小波津219

座　波　　　進

字与那城338-2

◇ 小那覇第３処理分区枝線工事(その10)

契 約 金 額

契約の相手

6,667万5千円

美善株式会社(西原町)

町内８社　町外４社による指名競争入札

◇ 小那覇第３処理分区枝線工事(その11)

契 約 金 額

契約の相手

7,140万円

金秀建設株式会社(那覇市)

町内８社

町外４社による指名競争入札

工事請負契約 (下水道工事)

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案

歳入歳出にそれぞれ9,737万円を追加
総額８6億222万3千円に！

一般会計

補正
予算

総額 28億4,325万1千円に

歳入歳出にそれぞれ104万5千円を追加 歳出のみの補正で、総額の増減無し

　平成11年度から15年度までの5ヵ年分の会計
検査が実施された為、調書や資料の準備に359
時間を費やした為に、一般会計から繰り入れて
職員手当て等にあてるもの

　10/1付で介護保険制度改正に基づくもので、
施設介護サービス給付費から食費、居住費個人
負担分の2,150万5千円を減額
低所得者に対する軽減措置に伴う追加分として
2,150万5千円を増額

国民健康保険 介　護　保　険特別会計特別会計 特別会計特別会計

主な歳入

主な歳出

地方特別交付金
地 方 交 付 税

県 支 出 金

財 産 収 入
繰 入 金

諸 収 入
町 債

 
議 会 費
総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 費
土 木 費

教 育 費

612万1千円
9,329万2千円

△395万6千円

3,250万0千円
△3,299万9千円

912万2千円
△590万0千円

58万0千円
1,816万3千円

966万0千円

△300万4千円

105万4千円
7,479万1千円

△718万3千円

・県からの決定通知に基づくもの
・国の積算数値に基づいて基準財政収入額を見込
んでいたが、課税状況調べの結果、収入が減に
なったことによる

・精神障害者小規模作業所運営助成事業県補助金、
508万1千円の減と新規事業「元気な地域づく
り交付金」112万5千円の追加

・小那覇10号線の代替地処分による追加
・取り崩しを予定していた財政調整基金に繰り戻
すため

・過年度収入で障害福祉補助金の追加交付
・県からの決定通知に基づく減税補てん債110万円の追加
・地方交付税の確定に伴う臨時財政対策債700万円の減

・議長のペルー移住100周年記念南米視察訪問    58万円
・町長のペルー移住100周年記念南米視察訪問    58万円
・交際費（ペルー町人会に対する祝儀）　　　　 11万円
・事務担任者行政視察研修補助金                　　86万8千円
・普通交付税の確定に伴う財政調整基金積立に 1,000万円
・障害福祉国庫負担金及び県負担金で実績に基づく返還金 258万
8千円

・棚原地域医療ゴミ違法焼却問題健康審査受診助成  77万4千円
・精神障害者小規模作業所運営助成金　　　　　△567万5千円
・元気な地域づくり事業（75％補助）　105万4千円
・小那覇1号線道路拡幅工事　　　　　 215万円
・小橋川・上原線の滑り止め舗装工事　750万円
・翁長・幸地線の滑り止め舗装工事　　643万円
・スクールゾーン標示補修工事　　　　102万6千円
・津花波・上原線の擁壁防災工事　　　390万円
・安室・池田線の法面補修工事　　　　220万円
・小那覇10号線の代替用地購入　　　3,250万円
・桃原・池田線の排水路工事　　　　　184万2千円
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　当特別委員会は、東部清掃施設組合の運営等に係る調査研究を

してきたが、その傍らには南廃協との絡みも含まれていることが

判明してきた。先ず、東部清掃施設組合の基幹改良工事に関して、

当初南廃協の方針として南部地域での焼却施設の一元化の方向で

進められてきた。

　しかし遅々として進まない南廃協の灰溶融炉と最終処分場の用

地選定と、東部清掃施設組合の基幹改良工事費の国庫補助金申請期限が平成１７年と差迫

った事から、南廃協会長と南部の３清掃施設組合の管理者との合同会議が開催され、「南

部のごみ焼却施設の糸豊清掃施設組合への一元化は、地域の諸事情から困難である」こと

が確認された。

　その席上での発言要旨として「ごみ問題は分散の形をとるのが大原則であり、東側（東

部清掃施設組合）と西側（糸豊清掃施設組合）に焼却施設と灰溶融炉を持つことも視野に、

もう少し時間をかけて議論すべき」との内容も報じられている。（南廃協の広報誌）

　このことは、当特別委員会が調査研究した結果と一致する。

　当特別委員会は後年度の住民の過重負担を避けることから、今回の東部清掃施設組合の

基幹改良工事を推進し、合わせて島尻清掃施設組合との統合（平成２３年度：合計人口

１１万６千人余）を視野に灰溶融炉の導入をも推進すべきと考える。

　但し、東部清掃施設組合への灰溶融炉の導入に関しては、現時点では南廃協との絡みも

あり、明言できないが、東部清掃施設組合事務局長が南廃協の第４部会（３清掃施設組合

の事務局長で構成）で明言している「平成２０年度末までに南廃協での施設建設の目途が

つかなければ、東部清掃施設組合は灰溶融炉を導入する」を待つすべしかないもどかしさ

はあるが、平成２３年度で終了する沖縄振興特別措置法の期限内の高率補助のある内に、

これまで築き上げてきた東部清掃施設組合内に灰溶融炉の設置と最終処分場の確保まで望

むところである。

　ところで、南廃協のスケジュールの大幅な遅

れは問題である。それに伴い次年度以降も発生

していく当町の南廃協への負担金に関しては、

東部清掃施設組合の基幹改良工事に伴う負担金

も発生してくる事を考慮すると議論の余地を含

んでいる。

　当特別委員会としては、財政難な昨今、過重

なる住民負担とならない方向性を念頭に考慮し、

調査を終了する。

東部清掃施設組合の運営等
　　に関する調査特別委員会

６ページ分の内、まとめの
ページを要約して
あります

特 別 委 員 会

調
査
結
果

最
終
報
告

清
掃
工
場

ゴミ問題を考えるゴミ問題を考えるゴミ問題を考える

　10月4～6日にかけて委員6人事務局1人で茨城県

大洋村の介護予防事業拠点施設（とっぷさんて大

洋）と水戸市の子育て支援の視察研修に行ってきま

した。大洋村に作られた健康増進施設は昭和63年

「ふるさと創世1億円」の交付に伴い村民のアイデア

募集により、平成2年自治省の地域推進事業の指定

を受けて「とっぷさんて大洋」が完成した。健康づくりの拠点又観光レクレーション施設基地と

して「高齢化社会への対応」「老人医療費」の削減の政策として運動指導及び健康教育活動を展

開しています。

　水戸市は、子育て支援のため「水戸市次世代支援対策行動計画」を策定し、少子対策、子育て支

援を推進するため事業を展開しています。ユニークな政策としてはお父さんのための子育て手

帳の「父子手帳」の配布、保育所での「休

日保育」「夜間保育」等など又保護者

の緊急入院に対応するショートステ

イがありました。

文教厚生常任委員会所管事務調査報告
〈茨城県、鹿島群大洋村・水戸市〉

とっぷさんて大洋

水戸市
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意
見
書
・
決
議

意
見
書
・
決
議
文面は要約して

掲載してあります。

詳細は会議録又

はホームページ

でご覧ください。

　政府は、1985年度予算編成以降毎年義務教育費国庫負担制度の見直しを打

ち出し、これまでに教材費・旅費・恩給費・共済費・公務災害基金・退職手

当及び児童手当等が国庫負担から外され、現在では給与費だけが残っている。

　税源移譲問題の中で、地方6団体が中学校教職員給与費相当分の義務教育国

庫負担金8,500億円を移譲対象額として打ち出したことから、2005年度は1／

2にあたる4,250億円が一般財源化されている。

　更に2006年度に向け、残りの4,250億円の削減が取りざたされている地方

への負担転嫁は地方財政に大きな影響を与えるだけでなく、義務教育の円滑

な推進に重大な影響を及ぼすと言わざるを得ない。

　本来、義務教育国庫負担制度は国が義務教育無償の原則に則り、教育の機

会均等とその水準の維持向上に努めることを目的として設けられたものであ

り、より一層の充実が図られなければならない。

　よって、当議会は国が本来の趣旨に則り、義務教育費国庫負担制度の現行

水準を維持するよう強く要望する。

（あて先）内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・文部科学大臣

　　　　　衆議院議長・参議院議長

義務教育費国庫負担制度維持に関する意見書総 務 財 政 常 任 委 員 長 報 告総 務 財 政 常 任 委 員 長 報 告総 務 財 政 常 任 委 員 長 報 告

分権時代の新しい地方議会制度の構築を求める意見書

○ 第12回農業委員統一選挙にあたってのお願い
○ 道路決壊防止の為の擁壁工事のお願い
○ 県産品の優先使用について（要請）
○ 農漁村女性の役職登用に関する要請書
○ 公共工事に伴う資材運搬に関する要請
○ 地元産品及び地元企業の優先使用について（要請）
○ 地方の財政力を強化し、義務教育費国庫負担制度を維持することについて国への意見
　 書提出を求める陳情書
○ 「155 ミリ榴弾砲」設置決議の説明について（要請）
○ 平成17年度社団法人全国シルバー人材センター事業協会定期総会決議にかかる
　 要請について

受理された 陳情・要請等

○ 東シナ海のガス田開発における安全調査を求める決議

その他の意見書等

　地方議会は、その最も重要な機能である立法的機能・財政的機能・行政監督機能を充実強化し、

今まで以上に行政執行へのチェック機能を向上させ、分権時代に期待される議会の役割を果たし

ていかなければならない。

　しかしながら、現行の地方議会制度は、議会の招集権が長にあること、付再議権の行使が長の

認定に委ねられていること、「議会を招集する暇がない」を理由に条例や予算が専決処分される

例があることなど、二元代表制を採用しながらも、長と議会の機能バランスを欠き、議会本来の

機能が発揮されていない。

　よって、国においては、所要の措置を早急に講じ、分権時代に対応した新たな地方議会制度を

構築されるよう、強く要請する。

(詳細については割愛してあります)

（あて先）衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣

　６月議会で付託されていた意見書について、３回の委員会を開き、慎重に審査を行った結果、

一部削除又は修正をして可決するべきと決定した旨の報告があり、全会一致で可決されました。

西原幼稚園の改築に１億5,666万円��３月末までに完成！

［工事請負契約］

西原町立西原幼稚園園舎危険建物新増改築工事

契 約 金 額

契約の相手

1億5,666万円

代表者　(有)東洋建設 (西原町)

構成員　東洋コンクリート(株) (西原町)
※町内の代表者として３社、構成員として６社、

町外の代表者として11社、構成員として８社によ

る指名競争入札

臨
時
議
会

臨
時
議
会

臨
時
議
会
10/20
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伊礼一美　議員

　
　

去
る
六
月
に
平
園
ハ
イ
ツ

　
　

や
サ
ン
エ
ー
中
心
に
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
。
浸
水
問
題

の
解
決
は
町
政
の
緊
急
か
つ
重

要
課
題
。
抜
本
的
な
対
策
を
ど

の
よ
う
に
と
る
の
か
。

土
木
課
長　

去
る
六
月
十
五
日

と
十
七
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
る

平
園
地
域
を
中
心
と
す
る
家
屋

の
浸
水
被
害
が
七
十
一
軒
発
生

し
た
。
ま
た
主
要
幹
線
道
路
は

冠
水
し
、
一
時
通
行
止
め
や
片

側
交
互
通
行
に
よ
る
交
通
渋
滞

を
ひ
き
お
こ
し
、
地
域
の
大
型

店
舗
も
一
時
閉
店
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
な
ど
地
域
経
済
に
も
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
町
は

八
月
に
、
町
長
は
じ
め
三
役
そ

ろ
っ
て
緊
急
な
治
水
対
策
を
県

の
末
吉
土
木
部
長
に
要
請
を
行

な
っ
た
。

　

応
急
的
浸
水
防
止
対
策
は

　

小
波
津
川
の
暫
定
掘
削
で

　

末
吉
県
土
木
部
長
は
、
平  

園
地
区
の
浸
水
を
早
急
に
軽
減

す
る
た
め
平
成
十
九
年
度
か
ら

二
十
年
に
か
け
て
、
金
秀
給
油

所
前
か
ら
新
垣
ア
パ
ー
ト
ま
で

の
約
六
百
メ
ー
ト
ル
、
暫
定
掘

削
を
し
て
浸
水
対
策
を
図
り
た

い
と
の
回
答
。
県
は
来
月
に
も

暫
定
掘
削
区
域
の
治
水
安
全
度

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
か
け

る
委
託
業
務
を
発
注
す
る
予
定
。

町
と
し
て
も
県
と
連
携
し
て
事

業
が
ス
ム
ー
ズ
に
推
進
で
き
る

よ
う
と
り
く
み
を
強
化
す
る
。

　
　

浸
水
や
地
震
、
津
波
な
ど

　
　

の
災
害
時
に
情
報
を
瞬
時

に
町
民
に
知
ら
せ
る
防
災
行
政

無
線
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　

一
番
大
き
な
ネ
ッ

ク
は
財
政
問
題
だ
。
約
八
億
円

の
事
業
費
の
う
ち
二
億
円
近
く

の
対
応
費
を
要
す
る
。
財
政
と

の
調
整
を
考
え
な
が
ら
設
置
に

む
け
て
努
力
す
る
。

　
　

南
廃
協
の
ゴ
ミ
最
終
処
分

　
　

場
設
置
の
候
補
地
に
上
げ

ら
れ
て
い
る
小
那
覇
地
域
は
、

住
民
の
強
い
反
対
の
意
向
を
ふ

ま
え
て
町
と
し
て
も
返
上
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

助
役　

小
那
覇
地
域
は
十
ヵ
所

の
候
補
地
か
ら
五
ヵ
所
に
し
ぼ

ら
れ
た
地
域
で
、
説
明
会
に
行

っ
た
時
に
は
か
な
り
の
反
対
が

あ
っ
た
。
五
ヵ
所
に
選
ば
れ
た

地
域
で
は
、
説
明
会
さ
え
も
開

か
れ
な
い
所
も
あ
っ
て
厳
し
い

用
地
選
定
の
状
況
下
に
あ
る
。

地
域
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

得
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
　

涼
し
い
環
境
の
な
か
で
学

　
　

習
で
き
る
よ
う
に
小
学
校

の
普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
総
務
課
長　

中
学
校
に
つ

い
て
は
防
衛
施
設
庁
の
騒
音
防

止
対
策
事
業
国
庫
補
助
金
を
活

用
し
て
、
東
中
学
校
が
設
置
完

了
。
西
原
中
学
校
は
平
成
十
八

年
度
ま
で
に
設
置
完
了
予
定
。

小
学
校
に
も
こ
の
事
業
導
入
が

で
き
な
い
か
努
力
し
た
い
。

◇がまんできない！

　平園地区浸水被害

◇小那覇へのゴミ最終

処分場案返上を

問

問

問問

仲宗根健仁　議員

◇行政マンとしてある

まじき言動について

◇町道幸地８号線の整

備について

問

問

問 問

問
　
　

大
砲
が
設
置
さ
れ
た
当
日

　
　

反
対
を
表
明
し
て
い
る
町

民
か
ら
抗
議
を
受
け
た
と
聞
く

が
、
そ
の
や
り
取
り
の
中
で
、

行
政
マ
ン
と
し
て
あ
る
ま
じ
き

言
動
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
ど
の

様
な
内
容
だ
っ
た
か
？

総
務
課
長　

4
〜
5
人
の
人
が

来
て
、
町
内
か
町
外
か
知
ら
な

い
が
、
も
の
す
ご
く
激
し
い
抗

議
を
受
け
ま
し
た
。
午
後
に
も

2
人
ぐ
ら
い
の
お
ば
さ
ん
が
居

て
、
も
の
す
ご
い
抗
議
を
受
け

た
が
、
幾
ら
説
明
を
し
て
も
聞

か
な
い
の
で
最
後
に
は
売
り
言

葉
に
買
い
言
葉
で
大
喧
嘩
に
な

っ
て
ど
ん
な
事
を
言
っ
た
か
覚

え
て
な
い
。

　
　

激
高
し
て
ど
ん
な
事
を
言

　
　

っ
た
か
知
ら
な
い
で
は
行

政
マ
ン
と
し
て
済
ま
さ
れ
な
い
。

「
設
置
に
反
対
し
て
い
る
の
は

あ
な
た
達
ご
く
一
部
だ
け
、
大

砲
が
怖
く
て
図
書
館
に
来
る
の

が
嫌
だ
っ
た
ら
来
な
け
れ
ば
い

い
」
と
発
言
し
た
と
聞
く
。
こ

れ
が
果
た
し
て
行
政
マ
ン
が
町

民
に
向
か
っ
て
言
う
言
葉
で
す

か
？
信
じ
ら
れ
な
い
言
葉
で
す
。

総
務
課
長　

私
の
記
憶
で
は
業

務
妨
害
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ぐ

ら
い
激
し
い
抗
議
で
、
公
務
員

と
し
て
あ
る
面
で
は
強
す
ぎ
た

発
言
か
も
し
れ
な
い
が
、
共
に

激
高
し
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な

発
言
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

「
何
も
覚
え
て
な
い
」
と
答

　
　

弁
し
な
が
ら
覚
え
て
い
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
町
民
は
切

実
な
思
い
を
行
政
に
投
げ
て
い

る
だ
け
で
、
そ
の
よ
う
な
言
い

方
は
な
い
と
思
う
が
？

総
務
課
長　

各
課
で
も
日
常
茶

飯
事
に
起
こ
っ
て
い
る
。
感
情

的
に
な
ら
な
い
で
両
方
と
も
冷

静
に
す
れ
ば
こ
の
様
な
問
題
に

な
ら
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

オ
キ
コ
パ
ン
側
か
ら
町
道

　
　

幸
地
・
石
嶺
線
に
抜
け
る

幸
地
８
号
線
の
整
備
に
つ
い
て

一
向
に
改
善
が
進
ま
な
い
。
農

道
に
も
劣
る
町
道
と
思
っ
て
い

る
。
あ
ま
り
に
も
激
し
い
デ
コ

ボ
コ
道
で
、
排
水
溝
も
殆
ど
整

備
さ
れ
て
無
く
、
雑
草
も
覆
い

茂
っ
て
い
る
状
況
で
快
適
で
住

み
よ
い
生
活
環
境
に
は
ほ
ど
遠

い
も
の
が
あ
る
。
早
急
な
整
備

が
必
要
と
考
え
て
い
る
が
？

土
木
課
長　

農
用
地
区
内
の
道

路
整
備
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
手
だ

て
が
無
い
事
と
、
単
独
工
事
の

予
算
措
置
も
厳
し
い
。
維
持
補

修
に
よ
る
管
理
を
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
。

　
　

「
農
道
的
要
素
も
含
ま
れ

　
　

て
い
る
か
ら
整
備
す
る
金

も
な
い
」
で
は
住
ん
で
い
る
皆

さ
ん
は
公
平
で
快
適
な
生
活
を

い
つ
ま
で
も
阻
害
さ
れ
て
生
活

を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
か
？
等
し
く
町
民
税
も
固

定
資
産
税
も
払
い
な
が
ら
。

土
木
課
長　

こ
の
道
路
の
整
備

の
あ
り
方
、
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。
一
歩
踏
み
込
ん
だ
形
で

排
水
整
備
で
も
早
期
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

有田　力　議員

◇国勢調査員の確認

◇アスベスト問題

◇介護保険制度補完

◇住基ネットの離脱

　
　

個
人
情
報
保
護
法
が
施
行

　
　

さ
れ
た
な
か
、
多
項
目
の

個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
る
国
勢

調
査
表
の
回
収
に
当
た
る
国
勢

調
査
員
の
確
認
方
法
は
。

企
画
財
政
課
長　

国
勢
調
査
員

で
あ
る
こ
と
の
証
明
は
国
勢
調

査
員
証
で
あ
り
調
査
員
は
調
査

員
証
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

町
内
の
公
共
施
設
や
学
校

　
　

施
設
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス

ト
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

教
育
総
務
課
長　

西
原
幼
稚
園

に
お
い
て
天
井
板
に
二
％
の
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
他
の
三
幼
稚
園
と
四
小

学
校
、
二
中
学
校
は
こ
れ
か
ら

調
査
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

総
務
課
長　

公
共
施
設
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
行
な
う
調
査
結

果
を
踏
ま
え
対
応
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
の
健
康

　
　

診
断
を
す
る
考
え
は
？

健
康
衛
生
課
長　

ア
ス
ベ
ス
ト

に
限
定
し
た
健
康
診
断
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

改
正
介
護
保
険
法
が
成
立

　
　

し
十
月
か
ら
施
設
利
用
者

の
食
費
と
居
住
費
が
原
則
、
全

額
利
用
者
負
担
と
な
る
が
、
本

人
負
担
の
補
完
措
置
と
し
て
支

援
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

保
険
課
長　

町
単
独
の
支
援
策

は
特
に
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

助
役　

将
来
的
な
財
政
問
題
も

含
め
検
討
課
題
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
般
の
問
題
に
つ

い
て
は
本
町
は
単
独
で
介
護
保

険
を
実
施
し
て
お
り
今
後
の
介

護
保
険
の
財
政
状
況
を
鑑
み
た

場
合
、
国
の
制
度
の
中
で
充
実

さ
せ
た
方
が
よ
い
の
で
は
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

　
　

ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る

カ
ー
ド
発
行
枚
数
、
ネ
ッ
ト
加

入
に
か
か
っ
た
経
費
、
加
入
後

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
民
課
長　

こ
れ
ま
で
カ
ー
ド

発
行
枚
数
は
七
十
一
枚
、
か
か

っ
た
費
用
は
二
〇
七
三
万
円
余
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
一
一
七

五
万
円
余
で
あ
り
ま
す
。

　
　

ネ
ッ
ト
加
入
経
費
、
ラ
ン

　
　

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
割
に
は

カ
ー
ド
発
行
枚
数
が
非
常
に
少

な
く
費
用
対
効
果
の
面
、
個
人

情
報
が
全
国
の
他
の
自
治
体
か

ら
漏
洩
す
る
リ
ス
ク
と
併
せ
三

位
一
体
改
革
で
財
政
が
厳
し
く

な
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
住
基

ネ
ッ
ト
か
ら
離
脱
す
る
勇
気
あ

る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

全
国
で
は
住
基
ネ
ッ
ト

か
ら
離
脱
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
ろ
う
か
と
私
も
理
解
し
て
お

り
ま
す
が
効
果
的
な
運
用
を
図

り
な
が
ら
総
務
省
の
意
見
等
も

踏
ま
え
見
極
め
て
い
く
段
階
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
、
即
決

断
と
い
う
こ
と
は
時
期
が
早
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
段
階
で

ご
ざ
い
ま
す
。

問問

問問問

問

富　春冶　議員

◇生活に根ざした環境

行政と早急なネット

ワークづくりを！！

問

問

　
　

ご
み
袋
の
有
料
化
に
伴
い

　
　

町
民
は
環
境
問
題
に
協
力

を
し
て
い
る
が
ご
み
行
政
と
い

う
も
の
を
形
に
見
え
る
立
場
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
早
急
に
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

今
議
員
が
御
指
摘
の
よ

う
に
こ
の
問
題
は
再
三
再
四
議

会
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
御
提
言
や
要
望
等
を
聞

か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
お
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
も
何

ら
か
の
形
で
こ
の
入
口
を
開
け

る
、
そ
し
て
環
境
問
題
が
ス
ム

ー
ズ
に
、
ご
み
問
題
が
き
れ
い

に
展
開
を
で
き
る
よ
う
に
鋭
意

努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ー
の
設
立

に
つ
い
て
は
、
何
月
何
日
の
い

つ
か
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
の
時

期
性
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
で

考
え
ら
れ
る
予
算
の
問
題
、
施

設
の
問
題
、
場
所
の
問
題
等
を

含
め
て
前
向
き
に
検
討
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
は
変

な
答
弁
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

軽
く
み
て
の
も
の
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
の
で
、
い
ろ
ん
な
も
の

と
の
相
談
を
し
な
が
ら
予
算
、

場
所
、
時
期
等
々
を
検
討
し
な

が
ら
御
指
摘
の
い
わ
ゆ
る
ご
み

問
題
が
重
要
な
、
私
ど
も
の
生

活
に
果
た
す
役
割
は
よ
く
存
じ

上
げ
て
お
り
ま
す
の
で
、
設
立

に
向
け
最
大
の
努
力
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
な
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

町
立
図
書
館
前
に
一
五
五

　
　

ミ
リ
榴
弾
砲
が
設
置
さ
れ

た
の
も
先
の
大
戦
を
二
度
と
起

こ
さ
な
い
、
同
時
に
減
り
つ
つ

あ
る
戦
争
体
験
者
の
体
験
絵
画

展
を
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と

も
大
き
な
意
義
の
あ
る
事
業
と

と
ら
え
る
が
、
そ
の
お
考
え
は
。

町
長　

今
盛
ん
に
反
対
運
動
が

展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私

は
真
実
を
見
せ
て
、
真
実
を
感

じ
て
、
伝
え
て
平
和
教
育
を
し

た
い
方
法
と
手
法
に
違
い
が
あ

る
も
の
で
す
か
ら
そ
し
て
ま
た

富
議
員
御
指
摘
の
戦
争
体
験
者

の
絵
画
展
に
つ
き
ま
し
て
も
、

こ
れ
は
有
効
な
平
和
事
業
で
あ

ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど

う
い
う
形
で
戦
争
体
験
者
の
絵

画
展
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
開

催
に
向
け
て
一
生
懸
命
取
り
組

み
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）

に
基
づ
い
て
各
議
員
が
原
稿
を
ま
と
め
、編
集
委
員

会
が
最
終
確
認
を
し
た
も
の
で
す
。

町リサイクルヤード

町道幸地8号線
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城間義光　議員

◇西原マリンパークの

管理・運営は

◇分園建設は

◇各種団体補助金は

問

問

大城純孝　議員

　
　

平
和
行
政
に
つ
い
て
、
図

　
　

書
館
前
に
大
砲
を
設
置
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
平
和
の
為
の

事
業
を
今
後
も
進
め
る
べ
き
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
町
と
し
て

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

平
和
行
政
に
つ
い
て
で

す
が
事
業
と
し
て
平
和
音
楽
祭
、

平
和
講
演
会
、
平
和
バ
ス
ツ
ア

ー
、
平
和
の
語
り
手
に
よ
る
戦

争
体
験
の
語
り
と
四
つ
の
事
業

が
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

回
、
榴
弾
砲
を
設
置
し
ま
し
た

の
は
、
沖
縄
戦
の
悲
劇
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
平
和
な
社
会
を

建
設
す
る
と
い
う
思
い
か
ら
町

民
に
真
実
を
照
会
し
て
、
見
て

も
ら
い
、
触
れ
て
も
ら
う
こ
と

で
平
和
事
業
を
展
開
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

沖
縄
戦
で
町
内
の
部
落
が

　
　

三
つ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
実
を
紹
介
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町
長　

崎
原
、
仲
伊
保
、
伊
保

の
浜
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が

ア
メ
リ
カ
軍
の
写
真
展
の
中
で

戦
前
の
写
真
が
あ
り
ま
し
た
の

で
西
原
町
の
戦
前
・
戦
後
の
移

り
変
わ
り
を
一
つ
の
事
業
と
し

て
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

町
民
参
加
の
町
政
の
中
で

　
　

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
導

入
行
政
評
価
等
で
客
観
的
な
行

政
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
主
幹　

行
政
評
価
に
つ

い
て
は
行
政
の
仕
事
を
評
価
し

町
の
総
合
計
画
、
行
政
改
革
大

綱
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
で
行

政
の
経
営
活
動
に
ど
う
生
か
す

か
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い
ま

す
。
行
革
の
立
場
か
ら
す
る
と

人
員
を
配
置
し
て
の
効
果
が
ど

う
な
の
か
見
え
な
い
と
思
い
ま

す
。
本
町
で
は
今
後
の
検
討
が

必
要
だ
と
思
う
。

　
　

去
年
は
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ

　
　

ー
ト
の
作
成
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
の
予
定
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

町
の
財
政
状

況
、
経
営
状
況
を
知
る
上
で
重

要
な
資
料
だ
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
も
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
広
報
誌
に
掲
載
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

県
は
平
成
一
八
年
度
の
新

　
　

規
事
業
に
西
地
区
区
画
整

理
事
業
と
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸

調
査
費
が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す

が
町
と
し
て
の
取
り
組
み
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

都
市
計
画
課
長　

モ
ノ
レ
ー
ル

の
延
伸
に
つ
い
て
は
首
里
駅
か

ら
沖
縄
自
動
車
道
に
直
結
す
る

案
で
Ｂ
案
が
い
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
（
西
原
入
り
口
に
駅
が

位
置
）
さ
ら
に
幸
地
地
区
の
県

道
二
九
号
沿
線
及
び
後
背
地
は

住
宅
用
地
と
し
て
の
土
地
利
用

の
方
針
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
区
画
整
理
事
業
が
西
原
イ
ン

タ
ー
ま
で
の
基
盤
整
備
と
し
て

十
分
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

◇平和行政の推進と執

行体制の確立につい

て

問

問

問

問問

　
　

平
成
一
九
年
春
の
オ
ー
プ

　
　

ン
予
定
し
て
い
る
西
原
マ

リ
ン
パ
ー
ク
は
、
管
理
組
織
や

運
営
費
の
試
算
な
ど
具
体
的
に

検
討
し
て
い
る
と
思
う
が
、
そ

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
運
営
費
を
削
減
す
る
た
め

町
商
工
会
や
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
よ
る
連
携

も
考
え
て
い
る
か
。

都
市
計
画
課
長　

マ
リ
ン
パ
ー

ク
の
整
備
は
平
成
一
八
年
度
の

完
成
予
定
で
、
平
成
一
九
年
度

の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
事
業

も
順
調
に
進
ん
で
い
る
状
況
で

あ
る
。
県
の
方
針
は
、
平
成
一

五
年
九
月
に
施
行
さ
れ
た
指
定

管
理
者
制
度
に
基
づ
き
、
公
募

に
よ
る
管
理
委
託
す
る
方
向
で

現
在
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
町

も
県
の
募
集
に
応
募
す
る
予
定

で
あ
る
。
そ
れ
に
向
け
て
、
近

隣
の
ビ
ー
チ
を
中
心
に
運
営
形

態
や
経
費
の
調
査
を
行
っ
て
い

る
が
、
指
定
管
理
者
の
指
定
を

受
け
る
と
、
県
か
ら
一
切
の
補

助
金
は
な
く
、
管
理
に
見
合
う

収
入
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
採
算
性
の
取
れ
た
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
模
索
し
て
い
る
。

　

管
理
体
制
は
、
ビ
ー
チ
以
外

の
軽
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
広
場
は
通
年
で
稼
働
す

る
の
で
、
最
低
一
名
以
上
の
職

員
と
嘱
託
、
臨
時
、
パ
ー
ト
な

ど
検
討
し
て
い
る
。

　

商
工
会
と
は
、
制
度
上
直
接

は
厳
し
い
が
業
務
委
託
や
商
工

会
の
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
人

的
交
流
に
よ
り
連
携
を
図
る
心

要
が
あ
る
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
運
営
費
の
中
で
委

託
が
好
ま
し
い
、
そ
う
で
な
い

部
分
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　

認
可
保
育
所
さ
ざ
な
み
保

　
　

育
園
（
す
か
ん
ぽ
福
祉
会
）

の
分
園
建
設
の
着
工
が
遅
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

福
祉
課
長　

現
段
階
で
は
概
ね

予
定
ど
お
り
で
、
六
月
末
か
ら

八
月
に
建
物
の
設
計
が
完
了
し
、

現
在
施
工
の
発
注
の
準
備
、
一

〇
月
か
ら
二
月
に
現
場
施
行
で

概
ね
順
調
と
考
え
て
い
る
。

　
　

今
後
の
各
種
団
体
の
補
助

　
　

金
の
あ
り
方
、
考
え
方
、
ま

た
見
直
し
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

総
務
課
主
幹　

基
本
的
に
は
、

平
成
一
六
年
四
月
施
行
の
町
補

助
金
に
関
す
る
規
則
に
、
補
助

金
交
付
基
準
が
あ
り
、
効
果
性
、

的
確
性
な
ど
五
項
目
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
準
じ
て
施
行
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
平
成
一
六
年
一
二
月
に

町
補
助
金
審
査
委
員
会
よ
り
、

平
成
一
五
年
度
決
算
に
基
づ
く

二
〇
〇
万
円
以
上
の
補
助
金
を

受
け
て
い
る
八
団
体
の
答
申
も

参
考
に
し
て
、
内
部
で
再
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大城好弘　議員

◇小波津川、観光名所

としての開発、改修

を!!

　
　

役
場
職
員
は
九
月
一
日
よ

　
　

り
、
県
・
国
と
同
様
の
八

時
間
勤
務
に
な
り
従
来
の
七
時

間
四
五
分
（
不
足
一
五
分
）
と

の
実
際
の
経
過
と
効
果
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
税
務
課
も
昼
窓

の
開
設
で
い
つ
で
も
諸
証
明
が

発
行
で
き
よ
り
町
民
の
利
便
性

が
高
く
な
っ
て
居
り
ま
す
が
、

そ
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

総
務
課
長　

職
労
組
合
と
の
合

意
に
よ
り
九
月
一
日
よ
り
一
五

分
延
長
し
、
八
時
間
勤
務
を
施

行
し
て
居
り
ま
す
。
そ
の
効
果

は
経
減
効
果
と
な
り
ま
す
。

税
務
課
長　

九
月
一
日
よ
り
の

実
施
で
、
二
週
間
程
度
の
利
用

状
況
件
数
は
三
九
件
と
な
っ
て

居
り
ま
す
。

　
　

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
ビ
ー
チ
公

　
　

園
は
平
成
一
九
年
度
の
オ

ー
プ
ン
で
九
十
％
の
工
事
が
進

捗
し
て
居
り
、
本
町
と
の
委
託

管
理
の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

都
市
計
画
課
長　

平
成
一
九
年

度
供
用
開
始
に
向
け
、
指
定
管

理
施
設
制
度
に
基
づ
き
、
本
町

も
応
募
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

県
か
ら
の
一
切
の
補
助
金
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
施
設
の

利
用
料
金
、
駐
車
場
、
遊
具
の

貸
出
し
等
、
運
営
管
理
す
る
た

め
の
採
算
が
問
題
で
あ
り
検
討

中
で
あ
り
ま
す
。

　
　

小
波
津
川
は
平
成
二
七
年

　
　

度
完
工
を
目
指
し
、
改
修

が
着
手
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
、

西
原
の
中
心
核
と
し
て
、
マ
リ

ン
タ
ウ
ン
、
ビ
ー
チ
公
園
、
ホ

テ
ル
用
地
等
と
の
整
合
性
を
一

体
化
し
、
サ
ガ
リ
花
の
植
栽
を

中
心
に
、
将
来
に
向
け
花
見
祭

り
一
月
開
催
し
、
観
光
一
〇
〇

万
人
を
誘
客
で
き
る
観
光
ゾ
ー

ン
と
し
て
計
画
、
開
発
す
べ
き

と
思
う
が
町
長
の
見
解
を
求
め

ま
す
。

町
長　

本
町
は
地
理
的
、
立
地

条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
割
に
は

歴
史
的
な
遺
産
で
あ
る
と
か
、

観
光
ゾ
ー
ン
と
し
て
は
不
充
分

で
あ
り
、
重
要
な
指
摘
と
し
て

認
識
し
て
居
り
ま
す
。
ま
た
マ

リ
ン
タ
ウ
ン
ビ
ー
チ
公
園
は
年

間
三
五
万
人
か
ら
四
〇
万
人
見

込
め
る
た
め
そ
れ
と
の
関
連
も

重
要
で
あ
り
一
〇
〜
二
〇
年
後

を
想
定
し
て
、
総
合
的
な
観
点

か
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

県
は
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
に

　
　

つ
い
て
八
月
七
日
新
聞
で

三
案
を
公
表
提
示
し
て
い
る
が

本
町
は
B
案
幸
地
、
西
原
入
口

西
原
イ
ン
タ
ー
へ
の
ル
ー
ト
が

良
い
と
思
う
が
。

都
市
計
画
課
長　

県
道
二
九
号

線
と
の
関
連
で
、
四
車
線
拡
幅

三
〇
M
の
作
業
が
進
め
ら
れ
て

居
り
ま
す
。
そ
の
関
連
と
し
て

就
業
就
学
が
年
々
多
く
な
っ
て

居
り
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
利
用
促

進
に
つ
い
て
は
重
要
と
位
置
づ

け
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

問

問問

問問

宮城秀功　議員

◇住、環境の整備について

◇棚原の産廃について

◇西地区区画整理について

問

問

　
　

住
、
環
境
の
整
備
に
つ
い

　
　

て
(一)
部
落
内
道
路
の
整

備
に
つ
い
て
、
各
部
落
を
巡
回

し
て
見
る
と
以
前
よ
り
整
備
さ

れ
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

棚
原
に
関
し
て
は
何
ら
変
わ
っ

て
い
な
い
。
担
当
課
は
ど
の
よ

う
に
整
備
、
管
理
を
し
て
い
ま

す
か
伺
い
た
い
。

土
木
課
長　

棚
原
地
内
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
は
生
活
密
着
型

の
事
業
と
し
て
対
米
請
求
権
事

業
や
北
方
改
善
事
業
あ
る
い
は

交
付
金
A
タ
イ
プ
等
の
補
助
事

業
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に
単
独
事

業
に
よ
り
道
路
事
業
が
か
な
り

整
備
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

道
路
台
帳
で
整
備
さ
れ
た
全
体

整
備
箇
所
二
三
〇
本
中
棚
原
地

内
整
備
箇
所
が
二
〇
本
で
本
町

の
中
で
一
番
整
備
率
が
高
い
地

域
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
県
道
の
整
備
が
お
く
れ

た
部
分
が
残
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
単
独
予
算
が
確
保
で
き
る

の
か
又
は
維
持
補
修
等
の
工
事

で
対
応
で
き
る
の
か
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

(二)
棚
原
の
産
廃
に
つ
い

　
　

て
、
こ
の
件
は
町
行
政
の

お
か
げ
で
ほ
と
ん
ど
の
課
題
が

解
決
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
出

て
く
る
の
か
、
又
ど
の
よ
う
な

指
導
が
必
要
か
伺
い
た
い
。

（
今
後
新
た
な
患
者
が
出
た
ら

ど
う
な
る
か
）

助
役　

今
回
北
里
研
究
所
病
院

に
十
名
を
派
遣
す
る
と
い
う
事

で
話
し
合
い
を
し
た
所
で
す
。

今
回
の
健
康
調
査
が
ど
の
よ
う

な
結
果
が
出
る
の
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
も
し

原
因
が
特
定
で
き
る
よ
う
で
あ

れ
ば
原
因
者
負
担
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
又
、
そ
の
事

に
よ
っ
て
住
民
が
被
害
を
受
け

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
こ
の
地
域

に
つ
い
て
も
県
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
土
地
の
環
境
調
査
等

も
含
め
て
や
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
う
い
う
事
で
今
回
の
健

康
調
査
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
結

果
が
出
る
の
か
そ
れ
を
待
ち
な

が
ら
今
後
の
対
策
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小波津川西原マリンパーク

西地区区画整理予定地域
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呉屋吉則　議員

◇大砲設置に問題あ

り。西原中学校周辺

の整備。運動公園の

保全・管理。

問

問 問 問 問

呉屋　實　議員

　
　

図
書
館
前
広
場
の
大
砲
設

　
　

置
に
つ
い
て
、
図
書
館
に

一
つ
の
兵
器
を
置
い
て
こ
れ
ほ

ど
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
変

す
る
の
か
と
、
こ
れ
ほ
ど
図
書

館
環
境
の
低
下
を
招
い
た
例
は

な
い
最
悪
の
事
例
で
あ
る
と
私

は
思
っ
て
い
る
。
大
砲
設
置
後
、

多
く
の
町
民
か
ら
非
難
の
声
が

日
増
し
に
上
が
っ
て
い
る
。
や

は
り
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
図
書

館
に
大
砲
を
お
く
の
は
反
対
だ
。

当
局
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長　

こ
れ
ま
で
新
聞
、
メ
ー

ル
、
電
話
で
伝
わ
っ
て
き
て
い

る
が
す
べ
て
非
難
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
し
、
非
難
が
強
ま
っ

て
も
驚
か
な
い
。
賛
成
の
皆
さ

ん
方
の
激
励
も
届
い
て
い
る
。

　

設
置
さ
れ
た
大
砲
で
、
平
和

学
習
、
反
戦
平
和
、
平
和
の
実

感
の
足
が
か
り
に
す
る
か
、
イ

メ
ー
ジ
が
悪
い
と
い
う
方
向
に

引
っ
張
る
か
ど
ち
ら
か
と
考
え

て
い
る
。
私
ど
も
の
意
図
が
曲

解
さ
れ
な
い
よ
う
願
っ
て
い
る
。

　
　

内
間
御
殿
の
復
元
に
つ
い

　
　

て
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は

平
成
一
二
年
か
ら
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
回
で
一
〇

回
ほ
ど
一
般
質
問
を
し
て
い
る
。

こ
の
内
間
御
殿
に
つ
い
て
は
非

常
に
複
雑
な
要
素
が
絡
ん
で
お

り
ま
す
。
平
成
一
四
年
に
は
地

元
関
係
者
と
前
町
長
、
教
育
長

を
含
め
て
話
し
合
い
、
そ
の
中

で
町
の
教
育
委
員
会
が
中
心
に

な
り
進
め
て
ほ
し
い
と
の
強
い

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
垣
町
長
、
教
育
長
は
尚
財
団

の
方
と
内
間
御
殿
の
件
で
話
し

合
い
を
も
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

そ
の
財
団
側
と
話
し
合
い
の
内

容
、
成
果
を
伺
い
た
い
。

生
涯
学
習
課
長　

地
権
者
で
あ

る
尚
財
団
の
理
事
長
と
会
う
の

は
困
難
で
、
今
年
の
六
月
三
〇

日
に
や
っ
と
面
会
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
内
容
と
し
て
は
、
内

間
御
殿
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
つ
も
り
は
な
い
。
今
後
整
備

は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
指
定
に
つ
い
て
は
、
県
か

国
で
指
定
の
話
を
進
め
て
い
く
、

事
務
局
レ
ベ
ル
の
話
で
は
な
い
。

今
後
財
団
自
体
が
県
や
国
と
調

整
を
進
め
て
い
く
。
話
が
進
展

し
た
ら
町
に
連
絡
を
入
れ
る
回

答
を
得
て
、
そ
の
段
階
で
話
は

打
ち
切
ら
れ
た
。

教
育
長　

議
員
と
同
じ
気
持
ち

で
、
一
日
も
早
く
復
元
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
る
が
、
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が

あ
り
、
権
利
は
尚
財
団
に
移
っ

て
お
り
、
権
利
関
係
の
調
整
、

尚
財
団
主
体
で
進
め
て
い
く
か

県
か
あ
る
い
は
町
が
引
き
取
っ

て
や
る
か
、
大
き
な
金
の
問
題

も
出
て
く
る
。
我
々
が
接
触
し

た
感
じ
で
は
、
良
い
雰
囲
気
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
夢
は

世
界
遺
産
登
録
を
望
み
、
県
に

要
請
、
相
談
し
た
い
。

◇やはり、図書館前

広場への大砲展示

は問題だ！

◇内間御殿復元は

問

問

　
　

九
月
七
日
、
町
立
図
書
館

　
　

前
に
旧
日
本
軍
の
大
砲
が

設
置
さ
れ
た
。
大
砲
は
軍
隊
の

象
徴
で
あ
り
、
戦
争
賛
美
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
大
砲

設
置
の
真
の
意
図
は
何
か
。
町

民
か
ら
は
図
書
館
前
に
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
い
う
声
を
沢
山

聞
い
て
い
る
。
町
長
は
町
民
へ

の
説
明
責
任
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

我
々
設
置
者
の
意
図
に

反
す
る
よ
う
な
感
想
、
新
聞
等

い
ろ
ん
な
形
で
聞
い
て
お
り
ま

す
。
町
民
へ
の
説
明
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
指
摘
に
対
し
て

は
関
係
機
関
と
相
談
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
　

西
中
運
動
場
裏
側
の
道
路

　
　

に
は
区
画
線
や
側
溝
に
ふ

た
の
な
い
所
が
あ
る
。
昨
今
、

交
通
量
が
増
え
て
い
る
の
に
道

路
標
識
が
な
い
。
生
徒
や
地
域

住
民
の
危
険
防
止
に
つ
い
て
の

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

土
木
課
長　

交
通
安
全
対
策
交

付
金
で
呉
屋
農
道
整
備
事
業
で

実
施
さ
れ
た
所
ま
で
外
側
線
で

標
示
し
た
い
。

　
　

呉
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

　
　

ン
タ
ー
前
か
ら
津
花
波
入

口
ま
で
の
道
路
の
整
備
と
信
号

機
の
設
置
を
。

土
木
課
長　

道
路
の
整
備
は
維

持
補
修
で
対
応
し
た
い
。
交
差

点
付
近
は
津
花
波
上
原
線
道
路

整
備
事
業
の
中
で
検
討
し
た
い
。

総
務
課
長　

信
号
機
増
設
の
優

先
順
位
は
浦
添
署
と
の
調
整
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
通
ず
る

　
　

一
部
の
農
道
の
舗
装
は
で

き
な
い
か
。

産
業
課
長　

こ
の
農
道
は
平
成

十
二
年
度
ま
で
に
整
備
し
ま
し

た
が
、
二
箇
所
だ
け
地
主
の
同

意
が
得
ら
れ
ず
未
整
備
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
新
し
い
地
主
と

交
渉
し
、
整
備
し
た
い
。

　
　

陸
上
競
技
場
ト
ラ
ッ
ク
内

　
　

に
は
、
昨
年
の
ま
つ
り
の

時
に
入
れ
た
砂
が
ま
だ
沢
山
残

っ
て
お
り
、
陸
上
練
習
や
競
技

に
支
障
を
き
た
し
、
記
録
更
新

に
も
影
響
す
る
の
で
、
早
く
除

去
し
て
ほ
し
い
。

都
市
計
画
課
長　

町
ま
つ
り
や

産
業
ま
つ
り
の
時
、
雨
天
の
た

め
に
ト
ラ
ッ
ク
内
に
砂
を
撒
い

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
教
育
委

員
会
と
再
度
確
認
し
、
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　
　

公
園
内
に
は
毒
性
の
強
い

　
　

キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
が
沢
山

植
栽
さ
れ
て
い
る
。
北
側
の
階

段
に
オ
キ
ナ
ワ
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト

ウ
の
実
が
散
乱
し
、
通
行
に
危

険
で
あ
る
。
ま
た
密
生
し
て
い

る
木
を
間
伐
す
る
考
え
は
な
い

か
。

都
市
計
画
課
長　

間
伐
等
に
つ

い
て
は
十
一
月
に
県
の
育
樹
祭

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
際
に
検
討
し
ま
す
。

儀間信子　議員

◇通園事業（あゆみ）の

実態、親の負担軽減

の為にも居場所は早

急に必要

　
　

養
護
学
校
に
就
学
し
て
か

　
　

ら
放
課
後
、
春
休
み
、
夏

休
み
の
期
間
の
過
ご
す
場
所

（
居
場
所
）
が
必
要
と
思
う
が

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

親
の
精
神
的
、
肉
体
的
な
負
担

軽
減
の
た
め
に
も
早
急
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

福
祉
課
長　

就
学
し
て
い
る
子

供
た
ち
が
、
ひ
け
た
後
の
居
場

所
づ
く
り
で
す
が
、
あ
る
意
味

で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
か
そ
の

辺
の
対
応
は
可
能
で
あ
る
。
そ

の
中
で
も
障
害
児
の
受
け
入
れ

等
は
や
っ
て
お
り
現
在
二
人
い

る
。
そ
の
対
応
が
、
一
番
現
実

的
な
方
法
で
あ
ろ
う
と
考
え
て

い
る
。

　
　

居
場
所
が
あ
る
事
に
よ
っ

　
　

て
親
が
当
番
制
で
子
供
達

を
預
か
る
事
が
で
き
る
と
思
う
。

坂
田
児
童
館
に
あ
る
通
園
事
業

（
あ
ゆ
み
）
が
午
前
中
で
終
了

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
午
後
は
そ

の
空
き
室
に
居
場
所
を
つ
く
る

事
に
よ
っ
て
、
健
常
児
と
一
緒

に
交
流
す
る
事
も
で
き
、
又
親

の
負
担
も
大
い
に
緩
和
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

福
祉
課
長　

今
後
必
要
性
が
あ

れ
ば
検
討
も
必
要
な
の
か
な
と
。

た
だ
管
理
上
の
問
題
で
懸
念
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
再
度

現
場
と
も
話
し
を
し
て
そ
う
い

う
方
向
で
の
対
応
が
可
能
か
ど

う
か
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　

坂
田
児
童
館
内
（
あ
ゆ
み
）

　
　

に
つ
い
て
は
六
月
議
会
で

も
取
り
あ
げ
ま
し
た
が
、
課
長

は
親
に
対
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

的
な
時
間
を
与
え
る
事
も
大
事

と
も
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の

取
り
組
み
状
況
を
聞
き
た
い
。

福
祉
課
長　

母
親
と
一
緒
で
は

あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

母
と
子
を
離
し
て
親
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
時
間
等
を
設
け
て
あ
げ

て
い
る
。

問

問 問

問

伊川幸子　議員

◇二学期制の導入年と

諸課題

◇執行体制と行財政の

確立

問

問

問

　
　

学
校
週
五
日
制
で
休
み
が

　
　

ふ
え
授
業
時
間
数
の
減
に

よ
り
学
力
低
下
が
生
じ
、
始
業

式
や
終
業
式
、
定
期
試
験
等
の

学
校
行
事
を
減
ら
し
授
業
時
間

を
確
保
す
る
目
的
で
二
学
期
制

へ
の
移
行
が
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
西
原
町
の
導
入
年
と
諸
課

題
に
つ
い
て
、
併
せ
て
高
校
受

験
生
へ
の
不
安
解
消
に
つ
い
て

も
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

町
教
育
委
員
会
は
本

年
度
五
つ
の
新
規
事
業
を
立
ち

あ
げ
ま
し
た
。
一
番
目
が
二
学

期
制
移
行
で
す
。
六
つ
の
小
中

学
校
の
教
務
の
先
生
に
検
討
委

員
を
お
願
い
し
、
教
育
長
の
諮

問
を
各
項
目
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
。
最
初
に
行
っ

た
の
が
二
学
期
制
の
メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト
調
査
で
す
。
メ
リ

ッ
ト
面
で
は
始
業
式
や
終
業
式

の
回
数
減
に
よ
り
授
業
時
間
が

増
や
せ
る
こ
と
、
二
つ
目
は
七

月
と
一
二
月
に
ゆ
と
り
を
持
っ

て
行
事
が
で
き
る
こ
と
、
そ
れ

か
ら
定
期
テ
ス
ト
中
心
の
学
習

を
見
直
し
普
段
の
授
業
の
強
化

等
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
な
ど

で
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は

学
校
行
事
の
大
幅
な
移
動
で
す
。

例
え
ば
運
動
会
の
時
期
と
期
末

テ
ス
ト
実
施
の
時
期
、
評
価
回

数
の
減
少
に
よ
り
通
知
表
が
年

二
回
に
な
る
。
期
末
テ
ス
ト
の

範
囲
が
広
く
な
る
と
生
徒
は
勉

強
し
な
く
な
る
等
で
す
。

　

高
校
受
験
へ
の
心
配
や
不
安

に
つ
い
て
は
高
等
学
校
も
ま
だ

全
部
打
ち
出
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
町
の
二
学
期
制
移
行
は
平

成
一
九
年
の
予
定
で
す
。

　
　

効
率
よ
い
業
務
と
執
行
体

　
　

制
の
確
立
の
た
め
保
険

課
・
福
祉
課
・
健
康
衛
生
課
の

三
課
の
見
直
し
を
し
て
は
ど
う

で
す
か
。

総
務
課
主
幹　

国
の
行
革
の
指

針
の
中
で
事
務
事
業
、
あ
る
い

は
機
構
の
改
革
に
つ
い
て
も
あ

り
、
町
で
も
八
月
か
ら
機
構
改

革
に
向
け
て
の
各
課
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
終
え
ま
し
た
。
議
員
の
言

わ
れ
る
部
分
の
事
務
は
重
要
な

部
分
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
齢

者
が
増
え
れ
ば
総
合
的
に
福
祉

部
門
の
費
用
も
増
え
ま
す
。
平

成
一
八
年
度
に
は
介
護
保
険
の

大
幅
な
改
正
が
あ
り
、
予
防
を

重
視
し
た
改
正
を
考
え
る
と
こ

の
三
課
の
見
直
し
、
機
構
の
括

り
方
の
検
討
は
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
だ
ろ
う
と
の
方
向
で
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

決
算
審
査
か
ら
見
て
税
の

　
　

徴
収
体
制
に
弱
さ
が
見
ら

れ
ま
す
が
、
自
主
財
源
の
確
保

の
視
点
か
ら
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

助
役　

自
主
財
源
の
確
保
は
当

然
な
事
と
考
え
て
お
り
、
改
革

が
ま
だ
ま
だ
続
く
よ
う
な
状
況

の
中
、
充
分
な
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
職
員
の
意
識
改
革
も

重
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

内間御殿

坂田児童館



2005（平成17年）12月１日発行 第26号　（18）西 原 町 議 会 だ より2005（平成17年）12月１日発行（19）　第26号 西 原 町 議 会 だ より

玉井正幸　議員

◇人工ビーチは入場料

や駐車場料も町民は

無料にしてはどう

か。

問問

問問

新田宗信　議員

　
　

変
電
所
設
置
計
画
の
経
過

　
　

と
電
磁
波
に
つ
い
て
の
見

解
、
そ
し
て
、
周
辺
地
域
に
対

す
る
説
明
責
任
を
求
め
る
。

産
業
課
長　

当
該
変
電
所
の
建

設
計
画
地
に
つ
い
て
は
、
農
振

農
用
地
内
に
あ
る
た
め
、
平
成

十
五
年
四
月
に
農
用
地
か
ら
除

外
し
た
い
旨
の
申
請
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
隣
接

地
主
の
畜
産
農
家
の
同
意
書
が

得
ら
れ
な
い
と
の
事
で
、
許
可

は
保
留
と
な
っ
て
お
り
、
町
と

し
て
、
計
画
地
の
場
所
の
変
更

が
出
来
な
い
か
確
認
を
し
ま
し

た
が
、
既
存
の
変
電
所
の
施
設
、

そ
の
位
置
関
係
、
町
内
全
体
の

電
気
を
安
定
供
給
す
る
等
の
条

件
を
満
た
す
場
所
が
他
に
無
い

と
の
回
答
で
し
た
。
電
磁
波
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
電
力
側
か

ら
は
無
い
と
の
説
明
で
あ
り
ま

す
が
、
私
達
で
は
判
断
で
き
る

状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。
説
明
会

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
計
画
が

具
体
化
す
れ
ば
必
要
に
応
じ
て

電
力
側
と
調
整
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

電
力
側
か
ら
す
れ
ば
問
題

　
　

な
い
と
言
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
電
磁
波
を
浴
び
続
け

る
と
小
児
白
血
病
の
発
生
も
倍

増
す
る
と
W
H
O
の
調
査
で
も

二
〇
〇
二
年
八
月
二
四
日
に
報

道
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
ま
た

過
去
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に

お
い
て
電
磁
波
に
対
し
、
九
三

年
度
か
ら
幼
稚
園
や
学
校
の
側

の
送
電
線
の
撤
去
を
は
じ
め
、

米
国
で
も
行
政
指
導
に
よ
り
、

テ
ネ
シ
ー
州
の
電
力
会
社
が
学

校
か
ら
四
〇
〇
Ｍ
離
す
事
を
決

め
て
い
る
ぐ
ら
い
に
電
磁
波
に

対
し
て
は
問
題
視
し
て
い
ま
す
。

私
は
住
民
生
活
の
安
全
を
考
え

た
時
、
安
全
が
立
証
で
き
な
け

れ
ば
危
険
だ
と
言
う
視
点
か
ら

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
地
域
の
安

全
は
確
保
で
き
な
い
と
思
う
が

も
う
一
度
、
見
解
を
地
域
説
明

会
に
つ
い
て
求
め
ま
す
。

産
業
課
長　

平
成
一
九
年
度
に

電
力
不
足
を
来
す
と
い
う
事
で

平
成
一
七
年
七
月
に
設
計
に
着

手
し
た
い
と
言
う
意
向
で
あ
り
、

や
っ
て
い
る
と
言
う
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
計
画
が
具
体
化
し

た
時
点
で
、
地
域
説
明
会
に
つ

い
て
電
力
と
の
調
整
を
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇中央公民館近くに変

電所設置計画

問

問

　
　

人
工
ビ
ー
チ
だ
け
の
採
算

　
　

性
だ
け
で
有
料
化
に
す
る

の
は
問
題
だ
。
駐
車
料
金
に
つ

い
て
は
町
民
は
無
料
、
町
外
の

人
は
百
円
程
度
に
し
て
、
人
間

を
集
め
る
こ
と
が
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

都
市
計
画
課
長　

駐
車
料
金
に

つ
い
て
は
大
き
な
収
益
財
源
と

位
置
づ
け
て
い
る
。
受
益
者
負

担
で
運
営
し
た
い
。
し
か
し
、

で
き
る
だ
け
利
用
者
負
担
の
軽

減
も
検
討
す
る
。

　
　

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
内
の
海

　
　

辺
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

を
設
置
す
べ
き
と
町
民
の
声
が

あ
る
が
ど
う
か
。

都
市
計
画
課
長　

こ
れ
ま
で
に

検
討
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

結
論
と
し
て
設
置
し
な
い
と
い

う
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

少
年
少
女
陸
上
競
技
大
会

　
　

と
町
民
陸
上
競
技
大
会
は

応
援
団
も
年
々
少
な
く
な
り
、

活
性
化
が
な
い
。
二
つ
を
統
合

し
て
や
れ
ば
盛
り
上
が
っ
た
大

会
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長　

こ
の
二
つ
の

大
会
は
生
涯
学
習
課
と
町
体
育

協
会
が
別
々
に
主
催
し
て
お
り

組
織
上
の
問
題
や
、
所
要
時
間

の
問
題
等
、
幾
つ
か
ク
リ
ア
す

べ
き
点
が
あ
る
。
関
係
機
関
、

団
体
等
と
調
整
す
る
。

　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題
に
つ

　
　

い
て
は
国
が
特
別
立
法
で

補
償
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

き
き
た
い
。
又
学
校
の
校
舎
や

庁
舎
、
中
央
公
民
館
、
そ
の
他

古
い
建
物
に
つ
い
て
は
議
会
の

承
認
を
得
る
ま
で
も
な
く
早
急

に
調
査
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長　

町
民
体
育
館

と
陸
上
競
技
場
は
九
月
十
六
日

に
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
検
査
を

し
た
。
公
民
館
は
予
算
が
な
く

て
、
補
正
後
に
進
め
て
い
く
。

健
康
衛
生
課
長　

ア
ス
ベ
ス
ト

の
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
現
行

の
労
災
保
険
法
や
公
害
保
険
被

害
補
償
法
の
枠
組
み
で
は
救
済

で
き
な
い
。
労
災
補
償
期
限
が

過
ぎ
た
遺
族
に
対
し
て
も
労
災

と
同
程
度
の
補
償
を
検
討
し
て

い
く
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。

　
　

町
財
政
に
つ
い
て
で
あ
り

　
　

ま
す
が
負
債
が
町
民
一
人

当
た
り
三
十
万
五
千
円
余
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
額
は
多
い
の

か
少
な
い
の
か
。
国
内
平
均
や

県
内
平
均
で
ど
の
位
置
に
あ
る

か
。

企
画
財
政
課
長　

全
国
市
町
村

の
地
方
債
は
一
人
当
た
り
四
十

六
万
円
余
で
あ
り
、
全
国
の
類

似
団
体
は
三
十
二
万
五
千
円
余

と
な
っ
て
い
る
。
又
税
金
で
見

る
と
県
内
一
人
当
た
り
で
八
十

七
万
一
千
円
余
で
本
町
は
二
十

九
万
二
千
円
と
な
っ
て
い
て
い

ず
れ
も
低
い
位
置
に
あ
る
。

屋宜宣太郎　議員

◇アスベスト含有物の

解体のありかた

　事務担任者の業務範

囲その他の業務は

　
　

解
体
さ
れ
た
西
原
幼
稚
園

　
　

園
舎
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
確

認
さ
れ
た
が
な
ん
の
飛
散
対
策

も
せ
ず
解
体
さ
れ
た
が
ど
う
検

討
さ
れ
た
か
。

教
育
総
務
課
長　

解
体
す
る
際

に
は
労
働
基
準
監
督
所
の
指
導

を
受
け
て
解
体
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
は
2
％

ぐ
ら
い
の
天
井
板
な
ん
で
す
が

労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
石
綿

障
害
予
防
規
則
で
除
去
作
業
を

す
る
さ
い
届
け
出
が
必
要
な
ん

で
す
が
そ
の
届
け
出
の
中
身
は
、

吹
き
つ
け
石
綿
や
石
綿
含
有
の

保
温
材
、
被
覆
材
及
び
断
熱
材

に
は
該
当
し
な
い
と
の
こ
と
で

届
け
出
は
な
し
、
解
体
す
る
際

に
は
天
井
板
の
粒
子
が
飛
散
し

な
い
よ
う
に
解
体
箇
所
を
散
水

し
て
撤
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
時
に
学

　
　

校
関
係
者
あ
る
い
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に

状
況
説
明
さ
れ
た
か
不
安
の
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
が
。

学
校
総
務
課
長　

こ
の
ア
ス
ベ

ス
ト
に
つ
い
て
は
飛
散
性
の
高

い
ア
ス
ベ
ス
ト
で
な
い
こ
と
。

そ
し
て
労
働
基
準
監
督
所
へ
の

届
け
出
も
必
要
な
い
こ
と
で
作

業
を
実
施
す
る
際
に
は
天
井
材

に
散
水
し
湿
潤
化
し
て
飛
散
し

な
い
手
法
で
取
り
除
い
て
最
終

処
分
は
最
終
処
分
場
の
方
で
処

分
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
不
安
の
訴
え
は
父

兄
の
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
が
大

変
不
安
を
抱
か
し
た
と
い
う
こ

と
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
お
わ

び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

町
内
全
行
政
区
に
は
事
務

　
　

担
任
者
が
委
託
さ
れ
て
お

り
多
く
の
区
域
に
お
き
ま
し
て

は
自
治
会
長
を
兼
ね
て
い
ま
す

が
自
治
会
長
へ
の
要
請
は
ど
の

時
点
で
要
請
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

総
務
課
長　

自
治
会
長
と
い
え

ば
事
務
担
任
者
だ
と
い
う
と
ら

え
方
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

大
分
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
辺
の

自
治
会
長
と
事
務
担
任
者
の
と

ら
え
方
が
非
常
に
混
乱
し
て
い

る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
こ

れ
か
ら
平
成
十
八
年
に
向
け
て

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と

い
う
こ
と
で
現
在
調
整
中
で
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
四
月

か
ら
そ
う
い
っ
た
名
称
が
は
っ

き
り
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で

現
在
は
そ
う
い
う
ふ
う
な
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
事
務
担
任

者
会
で
も
こ
れ
は
自
治
会
長
で

は
な
い
か
ら
自
治
会
の
こ
と
は

や
れ
な
い
と
い
う
ふ
う
に
、
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
混
乱
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
辺
を
統
一
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　

都
留
市
と
の
交
流
の
事
業

　
　

人
選
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

教
育
長　

そ
の
選
定
の
条
件
に

学
校
や
地
域
で
積
極
的
に
活
動

に
参
加
し
意
見
の
交
換
で
も
発

言
の
で
き
る
児
童
生
徒
で
あ
る

こ
と
中
学
生
で
は
班
長
と
し
て

統
率
力
行
動
力
等
を
備
え
て
い

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

問

問

問

問

長浜ひろみ　議員

◇エコスクールについ

て

◇子供読書活動につい

て

問

問

　
　

環
境
に
配
慮
し
た
学
校
施

　
　

設
（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）
の

整
備
は
、
地
域
住
民
や
次
世
代

を
担
う
子
供
た
ち
に
対
し
、
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
に
対

す
る
関
心
を
高
め
、
認
識
を
深

め
る
学
習
の
場
と
し
て
文
科
省

で
は
モ
デ
ル
的
に
エ
コ
ス
ク
ー

ル
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に

公
立
学
校
を
対
象
と
し
て
都
道

府
県
や
地
区
、
町
村
が
事
業
主

体
と
な
り
太
陽
光
発
電
や
太
陽

熱
利
用
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
や
木
材
利
用
、
建
物
緑

化
な
ど
整
備
を
推
進
す
る
パ
イ

ロ
ッ
ト
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
で
も

検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
総
務
課
長　

こ
の
事
業
は

基
本
計
画
を
策
定
し
、
認
定
を

受
け
た
場
合
に
は
文
部
科
学
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

環
境
省
か
ら
支
援
が
受
け
ら
れ

平
成
九
年
か
ら
十
七
年
ま
で
全

国
で
五
三
五
校
、
沖
縄
県
で
は

県
立
高
校
一
校
、
新
規
に
向
け

導
入
さ
れ
、
平
成
十
八
年
ま
で

の
事
業
で
、
今
の
現
状
で
は
基

本
計
画
を
策
定
し
、
事
業
実
施

は
、
大
変
厳
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

文
字
、
活
字
文
化
の
推
進

　
　

と
は
一
言
で
い
え
ば
目
的

は
知
の
復
権
を
目
指
す
。
活
字

離
れ
や
学
力
の
低
下
が
指
摘
さ

れ
る
根
底
に
は
、
知
と
い
う
も

の
の
価
値
を
軽
視
す
る
社
会
の

風
潮
が
あ
る
の
で
は
？
活
字
は

時
間
と
空
間
を
越
え
て
他
者
に

考
え
を
伝
え
る
も
の
で
、
読
解

力
の
低
下
は
文
化
の
衰
退
、
ひ

い
て
は
他
者
を
理
解
す
る
心
や

倫
理
観
の
中
で
積
み
重
ね
て
き

た
知
識
や
知
恵
を
伝
達
し
、
発

展
さ
せ
る
た
め
中
心
的
な
媒
体

役
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
活
字

文
化
の
振
興
で
知
の
価
値
を
再

認
識
す
る
事
は
学
問
や
文
化
の

発
展
の
原
動
力
で
あ
る
純
粋
な

探
究
心
や
情
熱
を
取
り
戻
す
契

機
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
や
本
の
読
み

語
り
、
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

育
成
、
移
動
図
書
館
の
普
及
、

教
育
機
関
図
書
館
の
地
域
開
放
、

学
校
図
書
整
備
事
業
の
充
実
、

子
供
読
書
活
動
推
進
計
画
の
策

定
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　

ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
は
乳
幼
児
教
育
や
読

書
の
推
進
、
子
育
て
支
援
等
、

文
教
の
ま
ち
と
し
て
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、

今
後
も
関
係
課
と
調
整
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
読
書

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
育
成
に
つ
い

て
は
図
書
館
で
は
、
全
国
子
供

読
書
推
進
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

開
催
、
青
少
年
団
体
、
保
護
者

を
対
象
に
し
た
読
書
推
進
講
座

が
あ
り
、
移
動
図
書
館
に
つ
い

て
は
今
後
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

子
供
読
書
推
進
活
動
に
つ
い

て
は
ま
だ
策
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
推
進
計
画
の
策
定
に
向
け

て
関
係
課
と
調
整
し
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
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